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エル・ライブラリーとは



MLA融合型図書館



MLA融合型図書館



MLA融合型図書館





公益財団法⼈が設置運営する私⽴図書館

• 2008年、橋下徹⼤阪府知事（当時）によって補助⾦
全廃

• ⼤阪府の労働図書館も廃⽌
• 法⼈の資料室をリニューアルして、2008年10⽉にエル・ラ
イブラリー（⼤阪産業労働資料館）をたちあげる

• 極度の財政難の中、カンパとボランティアで資料館を維持
• コンテンツはレアもの、貴重な労働資料だが、資⾦難で整
理が進まず



2011年、プロジェクト開始

資⾦難のライブラリーが
⼀次資料の活⽤のため、
外部資⾦の導⼊を検討

オーラルヒストリーの動画サ
イト作成をめざす研究者グ
ループがアーカイブズ機関と
の連携を模索



研究者との連携による科研費
プロジェクトを立ち上げ、
成果は社会に公開・還元









公開中の5つのコンテンツの
うち、4つをエル・ライブラ
リー内で撮影した。
資料の調達と話者の紹介・選
定はエル・ライブラリー。
インタビューは研究者チーム。

















多⾯的オーラル・ヒストリーの意味

• 動画・⽂字・⽂献の三位⼀体公開

• 動画＝無修正、無編集
→⽂字起こしとの差異が⽣まれることも

• ⽂献は図書館のOPACにリンク
• 資料リストも公開予定（ダウンロード可能）



資料を巡るオーラルヒストリー

辻保治コレクションのオーラル



近江絹⽷労働組合彦根⽀部の幹部で、
1954年の「⼈権争議」の指導者のひとり、
辻保治⽒(1935〜1998年)の旧蔵資
料。遺族が1999年に資料を⼤阪社会
運動協会に寄贈。⽂書箱4箱分。

1950年代の職場の同⼈誌などが中⼼。
組合の賃⾦資料なども。

辻保治コレクションとは



スライドのタイト
ルを追加 - 5



近江絹⽷争議とは

⽇本労働運動史上に名⾼い1954
年の労働争議。紡績⼯場の⼥⼦⼯
員たちが、会社の⼈権侵害に105⽇
間のストライキで闘った。



⼿書き、ガリ版刷りの職場新聞
辻コレクションは、争議の資料ではなく、争議後の労組関
係の資料がほとんど



資料を巡るオーラルヒストリー

残された記録が想起させる記憶を当事者た
ちに語ってもらう



資料⽬録の作成・公開

• アーカイブズとしての記述（ISAD（G）に基づく）
• 図書館⽬録としての書誌情報（DBをダウンロード
可能に）

• デジタルアーカイブとしての画像コンテンツ（著作権
処理可能なもの）

→Webサイトで、２種類のメタデータとコンテンツの
公開を⽬指す



オーラルヒストリー動画サイトの課題

• 動画の全公開は語り⼿の許可が得にくい
• 無修正動画と⽂字起こしの内容の差異をどう考えるか
• 関連資料のデジタル化は可能か。Web公開可能か
↓
著作権



MALUI連携の事例として、図書館・アーカイ
ブズの参考に

M＝Museum
A=Archives
L=Library
U=University
I=Industry



資料の活⽤と社会への還元、資⾦の調達、
さらなる資料収集、というサイクルを回す

• 図書館・アーカイブズが収集保存した資料を活⽤し
て、⾃らコンテンツを⽣み出す

• 収集した資料を研究に活⽤し、成果を社会に還元
する

• 資料整理のための費⽤が研究者の研究費から⽀出
される



資料収集

研究活用

成果公開
市民が活
用できる

広報に寄与
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